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はじめに
全国箇所に道の駅が登録あるいは設置されて以来､ 年余りを経てそ
の数はを超えた｡ 当初は､ 道の駅に対して､ どのような役割を担わせる
のかについて十分に理解されているとはいえなかったが､ 全国で様々な試みが
なされる中で､ 地域拠点としての役割も次第に明らかになってきた｡ 現在､ 政
府は､ 道の駅を地方に経済的好循環を行き渡らせる強力な成長戦略のツールと
捉えており､ 国土交通省主導の下､ 地方創生の核となる ｢モデル型｣ の道の駅
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行され､ 他の社会資本整備 (交通安全施設､ 鉄道､ 空港､ 港湾､ 航路標識､ 公
園・緑地､ 下水道､ 河川など) との連携が一層求められるようになった｡ その
結果として､ 道の駅の登録件数は年度からの年間において箇所余
















年の ｢地域再生推進プログラム｣ で提示されたものであり､ 年月に改
正された地域再生法は､ この時に策定されたものである｡ この当時､ 交付金を
含まない事例として豊後高田の ｢昭和の街並み｣ による地域づくりが注目を集
めた｡ その一方で､ 農業や漁業の落ち込みや自由貿易の進展による食料自給率

















































｢ゲートウェイ型｣ と､ 地域の元気を作る ｢地域センター型｣ のつのタイプ
が設定された｡ ｢ゲートウェイ型｣ には主な機能として､ ①インバウンド観光､
②観光総合窓口､ ③地方移住等促進のつが挙げられた｡ 同様に､ ｢地域セン
ター型｣ では､ 主な機能として①産業振興､ ②地域福祉､ ③防災のつ挙げら
れた｡ 選定結果は年月に公表されたが､ 取り組みのレベルに応じて､
｢全国モデル｣､ ｢重点｣､ ｢重点候補｣ のつに分けられた｡ それぞれの一覧を
表から表にあげた｡
表は年に選定された ｢全国モデル｣ 道の駅箇所である｡ ｢ゲートウェ
















































































山形県 新規 (仮称) よねざわ






















北海道 新規 (仮称) 当別
茨城県 新規 (仮称) 常陸太田 ひたちおおた (	登録)
岐阜県 新規 (仮称) 大野
兵庫県 	 但馬のまほろば













福島県 新規 (仮称) いなわしろ 猪苗代 (登録)
新潟県  あらい





表 年度 重点道の駅 候補一覧















北海道 新規 (仮称) 男爵いもパーク
埼玉県 新規 (仮称) おけがわ
山梨県  こぶちさわ
石川県 新規 (仮称) 白山
兵庫県  ようか但馬蔵
兵庫県  福良
















































岐阜県 新規 (仮称) 養老の郷
愛知県 新規 (仮称) とよはし
京都府 新規 (仮称) 南山城村 お茶の京都 みなみや ましろ村 (登録)
京都府  シルクのまち かや













三重県 新規 (仮称) おわせ
出所：国土交通省のホームページより作成｡
表は､ ｢重点｣ 道の駅件の一覧である｡ その内訳をみると箇所が新
規登録予定になっている｡ 登録済であっても新設の場合は運用開始になるわけ
ではない｡ 例えば ｢発酵の里こうざき｣ は年月に登録を済ませていた
が､ 実際の営業は年月日に始まっている｡ これ以外は登録後年












と産業振興の件､ 次が地域福祉の箇所､ 防災の箇所､ そして一番少なかっ












































































識やノウハウ､ 技能やスキルは道の駅の運営業務と関連性が薄い｡ 移住､ 福祉､
防災に関する対応は道の駅には荷が重すぎるのかもしれない｡
年度には ｢地方創生等に資する地産地消の促進及び小さな拠点の形成
















山梨県 新規 (仮称) つる つる (年登録)
千葉県  季楽里あさひ
長野県 新規 (仮称) さくみなみ ヘルシーテラス佐久南 (年登録)
富山県 新規 (仮称) くろべ
三重県 	 パーク七里御浜
滋賀県  浅井三姉妹の郷
京都府 新規 (仮称) 南山城村 お茶の京都 みなみやましろ村 (年登録)
大阪府  かなん
鳥取県 新規 (仮称)ことうら 琴の浦 (年登録)




福島県 新規 (仮称) までい館
群馬県  しもにた















防 災 愛知県 新規 (仮称) とよはし
観光総合窓口
福井県 新規 (仮称) 恐竜渓谷ジオパーク
京都府  丹後王国 ｢食のみやこ｣ 旧 ｢丹後あじわいの郷｣














ゆめランド布野 () 赤来高原 ()




















都道府県 登録年 駅名 取組の特長
埼玉県 			 両神温泉薬師の湯 高齢者の生きがい作り
岐阜県  桜の郷荘川 健康増進の取組
京都府  美山ふれあいの広場 行政サービス・福祉サービスの連携
岡山県 		 鯉が窪 行政窓口・診療所を集約
香川県 		 小豆島オリーブ公園 利益を福祉関連施設に還元
宮崎県 			 酒谷 収益を自治組織に還元
出所：国土交通省のホームページより作成｡


























































(熊倉功夫監修､ 米屋武文編 『農の次産業化と地域振興』 春風社､ 年､ 第章Ⅱ所











 八甫谷邦明 () ｢富浦町の観光まちづくり｣ 『季刊まちづくり』 
 加藤文男 ｢『道の駅』 の販売戦略｣ 『月刊観光』 年月､ 

 詳細は､ 城福健陽､ 後藤貴康 ｢黒字経営を続ける㈱とみうらの戦略｣ 	(石
井淳蔵・高橋一夫 『観光のビジネスモデル』 学芸出版社､ 年､ 第章所収)
 ポータルサイトの詳細については､ 篠原茂幸 ｢『道の駅』 から南房総全域の情報発信｣
『道路行政セミナー』 第巻号､ 
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